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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年11月2日(2017.11.2)

【公開番号】特開2017-165987(P2017-165987A)
【公開日】平成29年9月21日(2017.9.21)
【年通号数】公開・登録公報2017-036
【出願番号】特願2017-122887(P2017-122887)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   3/075    (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 230/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 290/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ    3/075    ＣＦＨ　
   Ｃ０８Ｆ  230/08     　　　　
   Ｃ０８Ｆ  290/06     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月8日(2017.9.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　８～１７重量％のケイ素を含み、表面改質のない状態で８０°未満の前進動的接触角を
有する、シリコーンヒドロゲルであって、
　７～１２０個のジアルキルシロキサン反復単位を有する、少なくとも１種の単官能性ポ
リジアルキルシロキサンモノマーであって、任意に少なくとも１種のヒドロキシル基で置
換される場合がある、単官能性ポリジアルキルシロキサンモノマーと、
　前記単官能性ポリジアルキルシロキサンが、少なくとも１種のヒドロキシルを含まない
場合に、少なくとも１種の単官能性ヒドロキシル含有シロキサンモノマーを含むという条
件付きの、任意の、７個未満のジアルキルシロキサン反復単位、トリアキルシロキサン基
又はこれらの組み合わせを有する１種又は２種以上の単官能性ヒドロキシル含有シロキサ
ンモノマーと、
　４０～６０重量％の少なくとも１種の遅反応性の親水性モノマーと、
　少なくとも１種のヒドロキシル含有の親水性モノマーと、を含む反応性混合物から形成
され、前記遅反応性の親水性モノマーに対するヒドロキシル含有成分のモル比が、０．１
５～０．４であり、前記反応性混合物が希釈剤を含まず、
　前記少なくとも１種の遅反応性の親水性モノマーが、最も遅い単官能性ポリジアルキル
シロキサンモノマーに対する動力学的半減期の少なくとも２倍である動力学的半減期を有
する親水性モノマーである、
シリコーンヒドロゲル。
【請求項２】
　８～１５重量％のケイ素を含む、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項３】
　前記単官能性シロキサンモノマーが、７～６０個のジアルキルシロキサン反復単位を含
む、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項４】
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　前記単官能性シロキサンモノマーが、７～３０個のジアルキルシロキサン反復単位を含
む、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項５】
　前記単官能性シロキサンモノマーが、１つ又は２つのヒドロキシル基を含む、請求項１
に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項６】
　前記シリコーンヒドロゲルが、４５～６０重量％のヒドロキシアルキル（メタ）アクリ
レート又は（メタ）アクリルアミドを含む、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項７】
　少なくとも６０のＤｋを更に有し、Ｄｋが、明細書の第０１１３段落に記載の方法によ
って測定されたものである、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項８】
　少なくとも８０のＤｋを更に有し、Ｄｋが、明細書の第０１１３段落に記載の方法によ
って測定されたものである、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項９】
　少なくとも５５％の含水率を更に有する、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項１０】
　少なくとも６０％の含水率を更に有する、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項１１】
　８０°未満の前進接触角を更に有する、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項１２】
　５０％未満のヘイズ（％）を更に有する、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項１３】
　１０％未満のヘイズ（％）を更に有する、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項１４】
　１２０ｐｓｉ未満の弾性率を更に有する、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項１５】
　１００ｐｓｉ以下の弾性率を更に有する、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項１６】
　前記遅反応性の親水性モノマーが、（メタ）アクリルアミド類、ビニル類、アリル類、
及びこれらの組み合わせ、からなる群から選択される反応基を含む、請求項１に記載のシ
リコーンヒドロゲル。
【請求項１７】
　前記遅反応性の親水性モノマーが、ビニル類、アリル類、及びこれらの組み合わせ、か
らなる群から選択される反応基を含み、前記単官能性ポリジアルキルシロキサンモノマー
、及び前記単官能性ヒドロキシル含有シロキサンモノマーが、（メタ）アクリレート類、
スチリル類、アミド類、及びこれらの混合物からなる群から選択される反応基を含む、請
求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項１８】
　前記遅反応性の親水性モノマーが、Ｎ－ビニルアミド類、Ｏ－ビニルカルバメート類、
Ｏ－ビニルカーボネート類、Ｎ－ビニルカルバメート類、Ｏ－ビニルエーテル類、Ｏ－２
－プロペニル、からなる群から選択される反応基を含み、前記ビニル基又はアリル基が、
メチル基と更に置換される場合がある、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項１９】
　前記遅反応性の親水性モノマーが、ヒドロキシル類、アミン類、エーテル類、アミド類
、アンモニウム基、カルボン酸、カルバメート類、及びこれらの組み合わせからなる群か
ら選択される少なくとも１種の親水性基を含む、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル
。
【請求項２０】
　前記遅反応性の親水性モノマーが、ヒドロキシル類、エーテル類、アミド類、カルボン



(3) JP 2017-165987 A5 2017.11.2

酸、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される少なくとも１種の親水性基を含む
、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項２１】
　前記遅反応性の親水性モノマーが、式ＩのＮ－ビニルアミドモノマー、式ＩＩ～式ＩＶ
のビニルピロリドン、式Ｖのｎ－ビニルピペリドンから選択され、
【化１】

　式中、Ｒは、Ｈ又はメチルであり、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ１０、及びＲ１１は、Ｈ、ＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、
ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３、Ｃ（ＣＨ３）２から独立して選択され、
　Ｒ４及びＲ８は、ＣＨ２、ＣＨＣＨ３及びＣ（ＣＨ３）から独立して選択され、
　Ｒ５は、Ｈ、メチル、エチルから選択され、
　Ｒ９は、ＣＨ＝ＣＨ２、ＣＣＨ３＝ＣＨ２、及びＣＨ＝ＣＨＣＨ３から選択される、請
求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項２２】
　前記遅反応性の親水性モノマーが、式ＩＩ若しくは式ＩＶの前記ビニルピロリドン、又
は式Ｉの前記Ｎ－ビニルアミドモノマーから選択され、かつＲ１及びＲ２の炭素原子の総
数が４以下である、請求項２１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項２３】
　前記遅反応性の親水性モノマーが、式ＩＩＩ又は式ＩＶのビニルピロリドンから選択さ
れ、Ｒ６はメチルであり、Ｒ７は水素であり、Ｒ９はＣＨ＝ＣＨ２であり、Ｒ１０及びＲ

１１はＨである、請求項２１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項２４】
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　前記遅反応性の親水性モノマーが、エチレングリコールビニルエーテル（ＥＧＶＥ）、
ジ（エチレングリコール）ビニルエーテル（ＤＥＧＶＥ）、Ｎ－ビニルピロリドン（ＮＶ
Ｐ）、１－メチル－３－メチレン－２－ピロリドン、１－メチル－５－メチレン－２－ピ
ロリドン、５－メチル－３－メチレン－２－ピロリドン、１－エチル－５－メチレン－２
－ピロリドン、Ｎ－メチル－３－メチレン－２－ピロリドン、５－エチル－３－メチレン
－２－ピロリドン、１－ｎ－プロピル－３－メチレン－２－ピロリドン、１－ｎ－プロピ
ル－５－メチレン－２－ピロリドン、１－イソプロピル－３－メチレン－２－ピロリドン
、１－イソプロピル－５－メチレン－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－Ｎ－メチルアセトア
ミド（ＶＭＡ）、Ｎ－ビニル－Ｎ－エチルアセトアミド、Ｎ－ビニル－Ｎ－エチルホルム
アミド、Ｎ－ビニルホルムアミド、Ｎ－ビニルアセトアミド、Ｎ－ビニルイソプロピルア
ミド、アリルアルコール、Ｎ－ビニルカプロラクタム、Ｎ－２－ヒドロキシエチルビニル
カルバメート、Ｎ－カルボキシ－β－アラニンＮ－ビニルエステル、Ｎ－カルボキシビニ
ル－β－アラニン（ＶＩＮＡＬ）、Ｎ－カルボキシビニル－α－アラニン、及びこれらの
混合物、から選択される、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項２５】
　前記遅反応性の親水性モノマーが、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルアセトアミド、
１－メチル－３－メチレン－２－ピロリドン、１－メチル－５－メチレン－２－ピロリド
ン、５－メチル－３－メチレン－２－ピロリドン、及びこれらの混合物、からなる群から
選択される、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項２６】
　前記遅反応性の親水性モノマーが、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルアセトアミド、
及び１－メチル－５－メチレン－２－ピロリドンからなる群から選択される、請求項１に
記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項２７】
　前記遅反応性の親水性モノマーがＮ－ビニルピロリドンを含む、請求項１に記載のシリ
コーンヒドロゲル。
【請求項２８】
　前記反応性混合物が、式Ｘのヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート若しくは（メタ
）アクリルアミドモノマー、又は式ＸＩのスチリル化合物、から選択され、
【化２】

　式中、Ｒ１は、Ｈ又はメチルであり、
　Ｘは、Ｏ又はＮＲ１６であり、Ｒ１６は、Ｈ、少なくとも１種のＯＨで更に置換される
場合があるＣ１～Ｃ４アルキルであり、
　Ｒ１７は、Ｃ２～Ｃ４モノヒドロキシ又はジヒドロキシ置換アルキル、及び１～１０個
の反復単位を有するポリ（エチレングリコール）から選択される前記ヒドロキシアルキル
モノマーを更に含む、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項２９】
　前記ヒドロキシアルキルモノマーが、２－ヒドロキシエチルメタクリレート、２－ヒド
ロキシエチルアクリレート、３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－ヒドロ
キシプロピル（メタ）アクリレート、１－ヒドロキシプロピル－２－（メタ）アクリレー
ト、２－ヒドロキシ－２－メチル－プロピル（メタ）アクリレート、３－ヒドロキシ－２
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，２－ジメチル－プロピル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリ
レート、グリセロール（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリルア
ミド、ポリエチレングリコールモノメタクリレート、ビス－（２－ヒドロキシエチル）（
メタ）アクリルアミド、２，３－ジヒドロキシプロピル（メタ）アクリルアミド、及びこ
れらの混合物からなる群から選択される、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項３０】
　前記ヒドロキシアルキルモノマーが、２－ヒドロキシエチルメタクリレート、グリセロ
ールメタクリレート、２－ヒドロキシプロピルメタクリレート、ヒドロキシブチルメタク
リレート、３－ヒドロキシ－２，２－ジメチル－プロピルメタクリレート、及びこれらの
混合物からなる群から選択される、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項３１】
　前記ヒドロキシアルキルモノマーが、２－ヒドロキシエチルメタクリレート、３－ヒド
ロキシ－２，２－ジメチル－プロピルメタクリレート、グリセロールメタクリレート、及
びこれらを含む混合物を含む、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項３２】
　前記単官能性ポリジアルキルシロキサンモノマーは、式ＶＩのモノ（メタ）アクリルオ
キシアルキルポリジアルキルシロキサンモノマー、又は式ＶＩＩの前記スチリルポリジア
ルキルシロキサンモノマーから選択され、
【化３】

　式中、Ｒ１２は、Ｈ又はメチルであり、
　Ｘは、Ｏ又はＮＲ１６であり、
　Ｒ１３は、エーテル基、ヒドロキシル基、カルバメート基、及びこれらの組み合わせか
らなる群から選択される基によって更に官能化される場合がある二価のアルキル基であり
、
　それぞれのＲ１４は、独立して、フッ素置換される場合があるＣ１～Ｃ４アルキル、又
はフェニルであり、
　Ｒ１５は、Ｃ１～Ｃ４アルキルであり、
　ａは、７～１２０であり、
　Ｒ１６は、Ｈ、１つ又は２つ以上のヒドロキシル基で更に置換される場合がある、Ｃ１

～４、から選択される、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項３３】
　それぞれのＲ１４が、エチル基及びメチル基から独立して選択される、請求項３２に記
載のシリコーンヒドロゲル。
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【請求項３４】
　すべてのＲ１４がメチルである、請求項３２に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項３５】
　Ｒ１２及びそれぞれのＲ１４がメチルである、請求項３２に記載のシリコーンヒドロゲ
ル。
【請求項３６】
　少なくとも１種のＲ１４が、３，３，３－トリフルオロプロピルである、請求項３２に
記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項３７】
　Ｒ１３は、エーテル、ヒドロキシル及びこれらの組み合わせで置換される場合があるＣ
１～Ｃ６アルキレン基から選択される、請求項３２に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項３８】
　Ｒ１３は、エーテル、ヒドロキシル、及びこれらの組み合わせで置換される場合がある
Ｃ１又はＣ３～６アルキレン基から選択される、請求項３２に記載のシリコーンヒドロゲ
ル。
【請求項３９】
　ａが、７～３０である、請求項３２に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項４０】
　Ｒ１６が、Ｈ又はメチルである、請求項３２に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項４１】
　前記単官能性ポリジアルキルシロキサンモノマーが、モノメタクリルオキシプロピル末
端モノ－ｎ－ブチル末端ポリジメチルシロキサン、モノメタクリルオキシプロピル末端モ
ノ－ｎ－メチル末端ポリジメチルシロキサン、モノメタクリルオキシプロピル末端モノ－
ｎ－ブチル末端ポリジエチルシロキサン、モノメタクリルオキシプロピル末端モノ－ｎ－
メチル末端ポリジエチルシロキサン、Ｎ－（２，３－ジヒドロキシプロパン）－Ｎ’－（
プロピルテトラ（ジメチルシロキシ）ジメチルブチルシラン）アクリルアミド、α－（２
－ヒドロキシ－１－メタクリルオキシプロピルオキシプロピル）－ω－ブチル－オクタメ
チルペンタシロキサン、及びこれらの混合物、からなる群から選択される、請求項１に記
載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項４２】
　前記単官能性ポリジアルキルシロキサンモノマーが、モノメタクリルオキシプロピル末
端モノ－ｎ－ブチル末端ポリジメチルシロキサン、モノメタクリルオキシプロピル末端モ
ノ－ｎ－メチル末端ポリジメチルシロキサン、Ｎ－（２，３－ジヒドロキシプロパン）－
Ｎ’－（プロピルテトラ（ジメチルシロキシ）ジメチルブチルシラン）アクリルアミド、
及びこれらの混合物、からなる群から選択される、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲ
ル。
【請求項４３】
　少なくとも１種の架橋性モノマーを更に含む、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル
。
【請求項４４】
　少なくとも１種の光開始剤を更に含む、請求項１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項４５】
　前記反応混合物が、少なくとも１種の紫外線吸収化合物を更に含む、請求項１に記載の
シリコーンヒドロゲル。
【請求項４６】
　１重量％～２重量％の紫外線吸収剤を含む、請求項４５に記載のシリコーンヒドロゲル
。
【請求項４７】
　前記反応混合物が、少なくとも１種の遅反応性架橋剤及び少なくとも１種の速反応性架
橋剤を更に含み、前記少なくとも１種の遅反応性架橋剤が、ジ－ビニル類、トリ－ビニル
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類、ジ－アリル類、トリ－アリル類から成る群から選択され、前記少なくとも１種の速反
応性架橋剤が、アクリレート類またはメタアクリレート類から成る群から選択される、請
求項４３に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項４８】
　前記少なくとも１種の遅反応性架橋剤及び少なくとも１種の速反応性架橋剤がそれぞれ
、前記反応混合物中に０．０５～０．３重量％の量で存在する、請求項４７に記載のシリ
コーンヒドロゲル。
【請求項４９】
　前記少なくとも１種の遅反応性架橋剤及び少なくとも１種の速反応性架橋剤がそれぞれ
、前記反応混合物中に０．１～０．２重量％の量で存在する、請求項４７に記載のシリコ
ーンヒドロゲル。
【請求項５０】
　少なくとも１種のヒドロキシル基及び速反応性反応基を含むすべての成分が、０．１６
～０．４のヒドロキシル対ケイ素のモル比を提供するのに十分な濃度で存在する、請求項
１に記載のシリコーンヒドロゲル。
【請求項５１】
　前記ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート又は（メタ）アクリルアミドモノマーが
、０．１３～０．３５のＨＯ：Ｓｉ比を提供するのに十分な濃度で存在する、請求項１に
記載のシリコーンヒドロゲル。
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